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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】耐久性と静電オフセットの発生の抑制とを両立
できる画像形成装置用チューブを提供する。
【解決手段】少なくとも、導電層１と、外表面２ａを構
成している絶縁層２と備える積層体からなる画像形成装
置チューブ１０であって、前記導電層は、カーボンブラ
ックを１０質量％以下含有するフッ素系樹脂組成物によ
り形成されており、前記絶縁層は、フッ素系樹脂組成物
により形成されており、前記絶縁層のマルテンス硬さが
５０Ｎ／ｍｍ2以下である、画像形成装置用チューブ。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも、導電層と、外表面を構成している絶縁層とを備える積層体からなる画像形
成装置用チューブであって、
　前記導電層は、カーボンブラックを１０質量％以下含有するフッ素系樹脂組成物により
形成されており、
　前記絶縁層は、フッ素系樹脂組成物により形成されており、
　前記絶縁層のマルテンス硬さが５０Ｎ／ｍｍ2以下である、画像形成装置用チューブ。
【請求項２】
　前記絶縁層に含まれるフッ素系樹脂の融点が、２６０～３３０℃である、請求項１に記
載の画像形成装置用チューブ。
【請求項３】
　前記導電層の厚みが、５μｍ以上である、請求項１又は２に記載の画像形成装置用チュ
ーブ。
【請求項４】
　前記絶縁層の厚みが、３０μｍ以下である、請求項１～３のいずれか１項に記載の画像
形成装置用チューブ。
【請求項５】
　ＪＩＳ　Ｌ１０９４の規定に準拠し、印加電圧－１０ｋＶの条件で測定される表面電位
が１．０～２．５ｋＶであり、その減衰半減時間が４分以下である、請求項１～４のいず
れか１項に記載の画像形成装置用チューブ。
【請求項６】
　少なくとも、基材層と、表面層とを備える積層体からなる定着ベルトであって、
　前記表面層が、請求項１～５のいずれか１項に記載の画像形成装置用チューブにより構
成されている、定着ベルト。
【請求項７】
　少なくとも、芯金と、前記芯金を被覆する弾性層と、前記弾性層の上に形成された表面
層とを備える定着ロールであって、
　前記表面層が、請求項１～５のいずれか１項に記載の画像形成装置用チューブにより構
成されている、定着ロール。
【請求項８】
　少なくとも、基材層と、表面層とを備える積層体からなる加圧ベルトであって、
　前記表面層が、請求項１～５のいずれか１項に記載の画像形成装置用チューブにより構
成されている、加圧ベルト。
【請求項９】
　少なくとも、芯金と、前記芯金を被覆する弾性層と、前記弾性層の上に形成された表面
層とを備える加圧ロールであって、
　前記表面層が、請求項１～５のいずれか１項に記載の画像形成装置用チューブにより構
成されている、加圧ロール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置などに用いられる画像形成装置用チューブに関する。具体的に
は、デジタル印刷機、複写機、レーザービームプリンタ、ファクシミリ等の電子写真方式
を用いた画像形成装置に使用される定着部材（例えば、定着ベルト、定着ロール、加圧ベ
ルト、加圧ロールなど）の表面層を構成する画像形成装置用チューブ、及び当該チューブ
を表面層として備える定着部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真方式を用いた画像形成装置においては、まず、像担持体上に形成された静電潜
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像をトナーで現像する。次に、現像されたトナー像を中間転写ベルト上に一次転写した後
、これを用紙等の記録媒体上に二次転写する。さらに、当該記録媒体上の未定着のトナー
像を、定着部材を用いて、加熱・加圧して画像を当該記録媒体に定着させる。
【０００３】
　画像形成装置に使用される定着部材は、高温に加熱・加圧される。特に、画像形成装置
が連続的に使用される場合には、定着部材は継続的に高温になるため、高い耐久性が求め
られる。
【０００４】
　また、定着部材は、熱定着時の記録媒体との接触によって外表面が帯電して、静電オフ
セットが発生し易いという問題がある（特許文献１を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第２９８９９３０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　前述の通り、画像形成装置に使用される定着部材は、高温に加熱・加圧され、特に、画
像形成装置が連続的に使用される場合には、定着部材は継続的に高温になるため、高い耐
久性が求められる。また、定着部材は、熱定着時の記録媒体や対向する部材との接触によ
って外表面が帯電して、静電オフセットが発生し易いという問題がある。
【０００７】
　これらの課題を解決する方法として、例えば特許文献１には、芯金と、芯金の周面に設
けられた耐熱弾性体層と、前記耐熱弾性体層の周面に設けられた表面層としてのテトラフ
ルオロエチレンーパーフルオロアルキルビニルエーテル共重合体樹脂層とを具備した定着
器用ロールにおいて、前記樹脂層の体積抵抗率が１０11Ω・ｃｍ以下の内側層と、厚さが
３～５０μｍの外側層とからなり、かつ前記樹脂層は厚さが２０～５００μｍの２軸押出
しチューブであることを特徴とする定着器用ロールが開示されている。
【０００８】
　しかしながら、近年、画像形成装置には、さらなる高速かつ連続的な印刷機能が求めら
れており、これに伴い、定着部材にも、さらなる耐久性の向上と、静電オフセットの発生
の高いレベルでの抑制が求められている。
【０００９】
　このような状況下、本発明は、耐久性と静電オフセットの発生の抑制とを両立できる画
像形成装置用チューブを提供することを目的とする。さらに、本発明は、当該画像形成装
置用チューブを表面層として備える定着部材を提供することも目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者は、上記の従来技術の課題を解決するために鋭意検討を重ねた。その結果、少
なくとも、導電層と、外表面を構成している絶縁層とを備える積層体からなる画像形成装
置用チューブにおいて、導電層を、カーボンブラックを所定量含有するフッ素系樹脂組成
物により形成し、絶縁層をフッ素系樹脂組成物により形成し、さらに、絶縁層のマルテン
ス硬さを所定値に設定することによって、耐久性と静電オフセットの発生の抑制とが高度
に両立されることを見出した。本発明は、かかる知見に基づき、さらに検討を重ねて完成
した発明である。
【００１１】
　すなわち、本発明は、下記に掲げる態様の発明を提供する。
項１．　少なくとも、導電層と、外表面を構成している絶縁層とを備える積層体からなる
画像形成装置用チューブであって、
　前記導電層は、カーボンブラックを１０質量％以下含有するフッ素系樹脂組成物により
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形成されており、
　前記絶縁層は、フッ素系樹脂組成物により形成されており、
　前記絶縁層のマルテンス硬さが５０Ｎ／ｍｍ2以下である、画像形成装置用チューブ。
項２．　前記絶縁層に含まれるフッ素系樹脂の融点が、２６０～３３０℃である、項１に
記載の画像形成装置用チューブ。
項３．　前記導電層の厚みが、５μｍ以上である、項１又は２に記載の画像形成装置用チ
ューブ。
項４．　前記絶縁層の厚みが、３０μｍ以下である、項１～３のいずれか１項に記載の画
像形成装置用チューブ。
項５．　ＪＩＳ　Ｌ１０９４の規定に準拠し、印加電圧－１０ｋＶの条件で測定される表
面電位が１．０～２．５ｋＶであり、その減衰半減時間が４分以下である、項１～４のい
ずれか１項に記載の画像形成装置用チューブ。
項６．　少なくとも、基材層と、表面層とを備える積層体からなる定着ベルトであって、
　前記表面層が、項１～５のいずれか１項に記載の画像形成装置用チューブにより構成さ
れている、定着ベルト。
項７．　少なくとも、芯金と、前記芯金を被覆する弾性層と、前記弾性層の上に形成され
た表面層とを備える定着ロールであって、
　前記表面層が、項１～５のいずれか１項に記載の画像形成装置用チューブにより構成さ
れている、定着ロール。
項８．　少なくとも、基材層と、表面層とを備える積層体からなる加圧ベルトであって、
　前記表面層が、項１～５のいずれか１項に記載の画像形成装置用チューブにより構成さ
れている、加圧ベルト。
項９．　少なくとも、芯金と、前記芯金を被覆する弾性層と、前記弾性層の上に形成され
た表面層とを備える加圧ロールであって、
　前記表面層が、項１～５のいずれか１項に記載の画像形成装置用チューブにより構成さ
れている、加圧ロール。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、高い耐久性と、静電オフセットの発生の抑制とを両立できる画像形成
装置用チューブ、及び当該チューブを表面層として備える定着部材を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の画像形成装置用チューブの一例の径方向における略図的断面図である。
【図２】本発明の定着ベルトまたは加圧ベルトの一例の径方向における略図的断面図であ
る。
【図３】本発明の定着ロールまたは加圧ロールの一例の径方向における略図的断面図であ
る。
【図４】本発明の画像形成装置用チューブの一例の略図的斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の画像形成装置用チューブは、少なくとも、導電層と、外表面を構成している絶
縁層とを備える積層体からなる画像形成装置用チューブであって、前記導電層は、カーボ
ンブラックを１０質量％以下含有するフッ素系樹脂組成物により形成されており、前記絶
縁層は、フッ素系樹脂組成物により形成されており、前記絶縁層のマルテンス硬さが５０
Ｎ／ｍｍ2以下であることを特徴とする。本発明の画像形成装置用チューブは、当該構成
を備えることによって、高い耐久性と静電オフセットの発生の抑制とを両立することがで
きる。
【００１５】
　以下、本発明の画像形成装置用チューブ、及び当該チューブを表面層として備える定着



(5) JP 2020-3667 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

部材（例えば、定着ベルト、定着ロール、加圧ベルト、加圧ロールなど）について、図１
～図４を参照しながら詳述する。
【００１６】
　なお、本明細書において、「～」で結ばれた数値は、「～」の前後の数値を下限値及び
上限値として含む数値範囲を意味する。複数の下限値と複数の上限値が別個に記載されて
いる場合、任意の下限値と上限値を選択し、「～」で結ぶことができるものとする。
【００１７】
１．画像形成装置用チューブ
　本発明の画像形成装置用チューブ１０において、図１に示されるように、少なくとも、
内側から導電層１と絶縁層２とを備えており、絶縁層２が外表面２ａを構成している。本
発明の画像形成装置用チューブ１は、図１に示されるように、導電層１が内表面を構成し
、絶縁層２が外表面２ａを構成している２層構成であってもよい。また、図示を省略する
が、導電層１のさらに内側や、導電層１と絶縁層２との間には、他の層が形成されていて
もよい。
【００１８】
　本発明の画像形成装置用チューブ１０は、好ましくは円筒形状を有している。本発明の
画像形成装置用チューブ１０の軸方向ｚの長さとしては、画像形成装置のサイズに応じて
適宜設定すればよく、例えば、２０～１２０ｃｍ程度が挙げられる。また、円周方向Ｐの
長さとしては、画像形成装置のサイズに応じて適宜設定すればよく、例えば、２５～１０
００ｍｍ程度が挙げられる。
【００１９】
　本発明の画像形成装置用チューブ１０の厚み（肉厚）としては、特に制限されないが、
好ましくは１０～１００μｍ程度、より好ましくは１５～５０μｍ程度が挙げられる。
【００２０】
（導電層１）
　本発明の画像形成装置用チューブ１０において、導電層１は、絶縁層２の内側に存在し
ており、導電性を備える層である。また、本発明において、導電層１は、カーボンブラッ
クを１０質量％以下含有するフッ素系樹脂組成物により形成されている。
【００２１】
　導電層１において、フッ素系樹脂組成物に含まれるフッ素系樹脂としては、特に制限さ
れないが、高い耐久性と静電オフセットの発生の抑制とを高度に両立させる観点からは、
テトラフルオロエチレン－パーフルオロアルキルビニルエーテル共重合体（ＰＦＡ）、フ
ッ化エチレンプロピレン（ＦＥＰ）、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、ポリビ
ニリデンフルオライド（ＰＶＤＦ）、テトラフルオロエチレンヘキサフルオロプロピレン
ビニリデンフルオライド（ＴＨＶ）、テトラフルオロエチレン－エチレン共重合体（ＥＴ
ＦＥ）等が挙げられる。これらの中でも、特にテトラフルオロエチレン－パーフルオロア
ルキルビニルエーテル共重合体（ＰＦＡ）が好ましい。フッ素系樹脂は、１種類単独で使
用してもよいし、２種類以上を組み合わせて使用してもよい。
【００２２】
　導電層１において、フッ素系樹脂の融点としては、特に制限されないが、高い耐久性と
静電オフセットの発生の抑制とを高度に両立させる観点からは、下限については、好まし
くは２６０℃以上、より好ましくは２７０℃以上、さらに好ましくは２８０℃以上、特に
好ましくは２９０℃以上が挙げられ、上限については、好ましくは３３０℃以下、より好
ましくは３２０℃以下、さらに好ましくは３１０℃以下、特に好ましくは３００℃以下が
挙げられる。同様の観点から、フッ素系樹脂の３７２℃におけるメルトマスフローレート
（ＭＦＲ）としては、好ましくは１～２０ｇ／１０分程度、より好ましくは１．２～６ｇ
／１０分程度、さらに好ましくは１．５～２．５ｇ／１０分程度が挙げられる。
【００２３】
　導電層１のフッ素系樹脂組成物において、フッ素系樹脂の含有量は、カーボンブラック
の含有量が１０質量％以下となる量であればよいが、高い耐久性と静電オフセットの発生



(6) JP 2020-3667 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

の抑制とを高度に両立させる観点からは、上限については、好ましくは９８．０質量％以
下、より好ましくは９７．５質量％以下、さらに好ましくは９７．２質量％以下が挙げら
れ、下限については、好ましくは８０質量％以上、より好ましくは９０質量％以上、さら
に好ましくは９２．０質量％以上、さらに好ましくは９２．５質量％以上が挙げられる。
【００２４】
　導電層１のフッ素系樹脂組成物に含まれるカーボンブラックとしては、特に制限されな
いが、高い耐久性と静電オフセットの発生の抑制とを高度に両立させる観点からは、ガス
ブラック、アセチレンブラック、オイルファーネスブラック、サーマルブラック、チャネ
ルブラック、ケッチェンブラック、カーボンナノチューブ等が挙げられる。より少量の混
合で所望の導電率を得るのに有効なものとしては、ケッチェンブラック、アセチレンブラ
ックとオイルファーネスブラックが挙げられる。なお、ケッチェンブラックとは、コンタ
クティブファーネス系のカーボンブラックである。カーボンブラックは、１種類単独で使
用してもよいし、２種類以上を組み合わせて使用してもよい。
【００２５】
　導電層１のフッ素系樹脂組成物において、カーボンブラックの含有量は１０質量％以下
であればよいが、高い耐久性と静電オフセットの発生の抑制とを高度に両立させる観点か
らは、上限については、好ましくは８．５質量％以下、より好ましくは８．０質量％以下
、さらに好ましくは７．５質量％以下が挙げられ、下限については、好ましくは２．０質
量％以上、より好ましくは２．５質量％以上、さらに好ましくは２．８質量％以上が挙げ
られる。
【００２６】
　導電層１のフッ素系樹脂組成物には、フッ素系樹脂とカーボンブラックに加えて、フィ
ラー、熱伝導材などが含まれていてもよい。フィラーとしては、特に制限されないが、耐
摩耗性を向上させる観点から、シリカ、マイカ、酸化亜鉛、酸化クロム、ＰＴＦＥ、高分
子シリコンなどが挙げられる。熱伝導材としては、特に制限されないが、例えば、金属窒
化物、シリコン、スズ等を挙げることができる。金属窒化物としては、具体的には、窒化
ホウ素、窒化アルミニウム等が挙げられる。フィラー及び熱伝導材は、それぞれ、１種類
単独で使用してもよいし、２種類以上を組み合わせて使用してもよい。
【００２７】
　導電層１のフッ素系樹脂組成物にフィラーが含まれる場合、フィラーの含有量としては
、特に制限されないが、耐摩耗性を効果的に向上させる観点からは、好ましくは０．１～
１０質量％程度が挙げられる。また、導電層１のフッ素系樹脂組成物に熱伝導材が含まれ
る場合、熱伝導材の含有量としては、特に制限されないが、熱伝導性を効果的に向上させ
る観点からは、好ましくは０．１～１０質量％程度が挙げられる。
【００２８】
　さらに、導電層１のフッ素系樹脂組成物には、必要に応じて、酸化防止剤、熱安定剤、
光安定剤、滑剤、防曇剤、スリップ剤、難燃剤、表面調整剤等の公知の画像形成装置用チ
ューブに使用される添加剤を少なくとも１種含んでいてもよい。これらの添加剤が含まれ
る場合、各添加剤の含有量としては、特に制限されないが、それぞれ、好ましくは０．１
～１０質量％程度が挙げられる。
【００２９】
　導電層１の厚みとしては、特に制限されないが、高い耐久性と静電オフセットの発生の
抑制とを高度に両立させる観点からは、下限については５μｍ以上、より好ましくは８μ
ｍ以上、さらに好ましくは１５μｍ以上が挙げられ、上限については、好ましくは５０μ
ｍ以下、より好ましくは４５μｍ以下、さらに好ましくは３５μｍ以下が挙げられる。
【００３０】
（絶縁層２）
　本発明の画像形成装置用チューブ１０において、絶縁層２は、導電層１の外側に位置し
ており、画像形成装置用チューブ１０の外表面２ａを構成する絶縁性の層である。また、
本発明において、絶縁層２は、フッ素系樹脂組成物により形成されており、かつ、マルテ
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ンス硬さが５０Ｎ／ｍｍ2以下である。
【００３１】
　本発明の画像形成装置用チューブ１０においては、内側の導電層１がカーボンブラック
を１０質量％以下含有するフッ素系樹脂組成物により形成されており、かつ、外側の絶縁
層２のマルテンス硬さが５０Ｎ／ｍｍ2以下に設定されているため、高い耐久性と静電オ
フセットの発生の抑制とを両立させることが可能となっている。
【００３２】
　絶縁層２において、フッ素系樹脂組成物に含まれるフッ素系樹脂としては、特に制限さ
れないが、高い耐久性と静電オフセットの発生の抑制とを高度に両立させる観点からは、
テトラフルオロエチレン－パーフルオロアルキルビニルエーテル共重合体（ＰＦＡ）、フ
ッ化エチレンプロピレン（ＦＥＰ）、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、ポリビ
ニリデンフルオライド（ＰＶＤＦ）、テトラフルオロエチレンヘキサフルオロプロピレン
ビニリデンフルオライド（ＴＨＶ）、テトラフルオロエチレン－エチレン共重合体（ＥＴ
ＦＥ）等が挙げられる。これらの中でも、特にテトラフルオロエチレン－パーフルオロア
ルキルビニルエーテル共重合体（ＰＦＡ）が好ましい。フッ素系樹脂は、１種類単独で使
用してもよいし、２種類以上を組み合わせて使用してもよい。
【００３３】
　絶縁層２において、フッ素系樹脂の融点としては、特に制限されないが、高い耐久性と
静電オフセットの発生の抑制とを高度に両立させる観点からは、下限については、好まし
くは２６０℃以上、より好ましくは２７０℃以上、さらに好ましくは２８０℃以上、特に
好ましくは２９０℃以上が挙げられ、上限については、好ましくは３３０℃以下、より好
ましくは３２０℃以下、さらに好ましくは３１０℃以下、特に好ましくは３００℃以下が
挙げられる。特に、耐久性を向上させる観点から、絶縁層２のフッ素系樹脂の融点は３１
０℃以下であることが好ましい。高い耐久性と静電オフセットの発生の抑制とを高度に両
立させる観点から、フッ素系樹脂の３７２℃におけるメルトマスフローレート（ＭＦＲ）
としては、好ましくは１～２０ｇ／１０分程度、より好ましくは１．２～６ｇ／１０分程
度、さらに好ましくは１．５～２．５ｇ／１０分程度が挙げられる。
【００３４】
　絶縁層２のマルテンス硬さは、５０Ｎ／ｍｍ2以下であればよいが、高い耐久性と静電
オフセットの発生の抑制とを高度に両立させる観点からは、上限については、好ましくは
４５Ｎ／ｍｍ2以下、より好ましくは４０Ｎ／ｍｍ2以下が挙げられ、下限については、好
ましくは２０Ｎ／ｍｍ2以上、より好ましくは２３Ｎ／ｍｍ2以上が挙げられる。なお、絶
縁層２のマルテンス硬さは、ＪＩＳ　Ｚ２２５５「超微小負荷硬さ試験方法」の規定に準
拠して測定される値であり、具体的には実施例に記載の方法により測定される。
【００３５】
　絶縁層２のフッ素系樹脂組成物には、フッ素系樹脂に加えて、フィラー、熱伝導材など
が含まれていてもよい。フィラー及び熱伝導材としては、それぞれ、導電層１で例示した
ものと同じものが例示される。フィラー及び熱伝導材は、それぞれ、１種類単独で使用し
てもよいし、２種類以上を組み合わせて使用してもよい。
【００３６】
　絶縁層２のフッ素系樹脂組成物にフィラーが含まれる場合、フィラーの含有量としては
、特に制限されないが、耐摩耗性を効果的に向上させる観点からは、好ましくは０．１～
１０質量％程度が挙げられる。また、絶縁層２のフッ素系樹脂組成物に熱伝導材が含まれ
る場合、熱伝導材の含有量としては、特に制限されないが、熱伝導性を効果的に向上させ
る観点からは、好ましくは０．１～１０質量％程度が挙げられる。
【００３７】
　さらに、絶縁層２のフッ素系樹脂組成物には、必要に応じて、酸化防止剤、熱安定剤、
光安定剤、滑剤、防曇剤、スリップ剤、難燃剤、表面調整剤等の公知の画像形成装置用チ
ューブに使用される添加剤を少なくとも１種含んでいてもよい。これらの添加剤が含まれ
る場合、各添加剤の含有量としては、特に制限されないが、それぞれ、好ましくは０．１
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～１０質量％程度が挙げられる。
【００３８】
　絶縁層２の厚みとしては、特に制限されないが、高い耐久性と静電オフセットの発生の
抑制とを高度に両立させる観点からは、下限については２μｍ以上、より好ましくは３μ
ｍ以上、さらに好ましくは４μｍ以上が挙げられ、上限については、好ましくは３０μｍ
以下、より好ましくは２８μｍ以下、さらに好ましくは２５μｍ以下が挙げられる。
【００３９】
　高い耐久性と静電オフセットの発生の抑制とを高度に両立させる観点から、本発明の画
像形成装置用チューブ１０において、絶縁層２と導電層１とは隣接している（互いに接面
している）ことが好ましい。
【００４０】
　本発明の画像形成装置用チューブ１０は、ＪＩＳ　Ｌ１０９４の規定に準拠し、印加電
圧－１０ｋの条件で測定される表面電位が１．０～２．５ｋＶであり、かつ、その減衰半
減時間が４分以下であることが好ましい。
【００４１】
　本発明の画像形成装置用チューブの製造方法としては、本発明の画像形成装置用チュー
ブの構成となるようにして、公知のチューブの製造方法を適用することができる。例えば
、導電層１を形成するフッ素系樹脂組成物と、絶縁層２を形成するフッ素系樹脂組成物と
を、溶融押出成形により円筒形状に押し出した後、冷却しながら平坦状にローラに巻き取
る方法が挙げられる。溶融押出成形は、例えば、二軸押出機を用いて行うことができる。
また、導電層１と絶縁層２とが積層された状態でチューブを形成する方法としては、例え
ば、環状ダイスを備えた２種２層の二軸押出機を用い、各層を構成するフッ素系樹脂組成
物を共押出しする方法が挙げられる。
【００４２】
２．定着部材
　本発明の定着部材は、本発明の画像形成装置用チューブ１０を表面層として備えている
。例えば、本発明の画像形成装置用チューブ１０を定着ベルト１１または加圧ベルト１２
に用いる場合、定着ベルト１１または加圧ベルト１２は、図２の模式図に示されるように
、少なくとも、基材層３と表面層（画像形成装置用チューブ１０）とを備える積層体とす
ることができる。また、図示を省略するが、定着ベルト１１または加圧ベルト１２は、少
なくとも、基材層３と、後述の弾性層４と、表面層（画像形成装置用チューブ１０）とを
備える積層体とすることもできる。
【００４３】
　基材層３としては、特に制限されず、公知の定着部材の基材層に使用されている樹脂ま
たは金属により構成することができる。樹脂としては、例えば、ポリイミド（ＰＩ）、ポ
リエーテルイミド（ＰＥＩ）、ポリアミドイミド（ＰＡＩ）、ポリエーテルケトン（ＰＥ
Ｋ）、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリフェニルスルホン（ＰＰＳＵ）等
が挙げられる。金属としては、例えば、ニッケルなどが挙げられる。
【００４４】
　基材層３の厚みとしては、特に制限されないが、好ましくは５０～２００μｍ程度、よ
り好ましくは６０～１６０μｍ程度が挙げられる。
【００４５】
　さらに、本発明の画像形成装置用チューブ１０を定着ロール１３または加圧ロール１４
に用いる場合、定着ロール１３または加圧ロール１４は、図３に示されるように、少なく
とも、芯金５と、芯金５を被覆する弾性層４と、弾性層４の上に形成された表面層（画像
形成装置用チューブ１０）とを備える構成とすることができる。
【００４６】
　芯金５を構成する金属としては、特に制限されず、公知の定着ロール１３または加圧ロ
ール１４に使用される金属を使用することができる。金属としては、好ましくはニッケル
、ステンレス鋼（ＳＵＳ）などが挙げられる。
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【００４７】
　また、定着ベルト１１、加圧ベルト１２、定着ロール１３または加圧ロール１４におい
て、弾性層４を構成する弾性体としては、特に制限されず、公知の定着部材に使用される
ものが挙げられ、好ましくはシリコーンゴムが挙げられる。弾性層４の厚みとしては、特
に制限されないが、例えば定着ロールであれば３０００～６０００μｍ程度が好ましく、
例えば定着ベルトであれば１００～４００μｍ程度が好ましい。
【００４８】
　本発明の画像形成装置用チューブ１０を表面層として備える定着ベルト１１または加圧
ベルト１２は、表面層（画像形成装置用チューブ１０）の内面に基材層３の外面を重ね合
わせる公知の方法により製造することができる。表面層（画像形成装置用チューブ１０）
は、前述の通り、例えば溶融押出成形により製造することができる。同様に、基材層３も
、溶融押出成形により製造することができる。また、表面層（画像形成装置用チューブ１
０）の内面に基材層３の外面を重ね合わせる際に、表面層（画像形成装置用チューブ１０
）と基材層３との間に弾性層４を配置してもよい。
【００４９】
　また、定着ロール１３及び加圧ロール１４は、それぞれ、円筒形状の芯金５の外表面上
に弾性層及び表面層を順次形成する方法や、弾性層４と表面層の積層体に芯金５を挿入す
る方法などの公知の方法により製造することができる。
【実施例】
【００５０】
　以下に、実施例及び比較例を示して本発明を詳細に説明する。ただし、本発明は、実施
例に限定されない。
【００５１】
＜実施例１＞
　導電フィラー含有ＰＦＡ樹脂（ＰＦＡ樹脂１００質量部に対して、カーボンブラック８
質量部を含む）が導電層（内層、厚み２５μｍ）、後述のフッ素系樹脂Ａが絶縁層（表層
、厚さ５μｍ）となるように（表１の構成）、環状ダイスを備えた２種２層の押出機を用
い、共押出により、総厚み３０μｍの画像形成装置用チューブ（２層チューブ）を得た。
【００５２】
＜実施例２＞
　導電フィラー含有ＰＦＡ樹脂（ＰＦＡ樹脂１００質量部に対して、カーボンブラック３
質量部を含む）が導電層（内層、厚み２５μｍ）、後述のＰＦＡ樹脂Ａが絶縁層（表層、
厚さ５μｍ）となるように（表１の構成）、環状ダイスを備えた２種２層の押出機を用い
、共押出により、総厚み３０μｍの画像形成装置用チューブ（２層チューブ）を得た。
【００５３】
＜実施例３＞
　導電フィラー含有ＰＦＡ樹脂（ＰＦＡ樹脂１００質量部に対して、カーボンブラック８
質量部を含む）が導電層（内層、厚み１０μｍ）、後述のＰＦＡ樹脂Ａが絶縁層（表層、
厚さ５μｍ）となるように（表１の構成）、環状ダイスを備えた２種２層の押出機を用い
、共押出により、総厚み１５μｍの画像形成装置用チューブ（２層チューブ）を得た。
【００５４】
＜実施例４＞
　導電フィラー含有ＰＦＡ樹脂（ＰＦＡ樹脂１００質量部に対して、カーボンブラック３
質量部を含む）が導電層（内層、厚み２０μｍ）、後述のＰＦＡ樹脂Ａが絶縁層（表層、
厚さ１０μｍ）となるように（表１の構成）、環状ダイスを備えた２種２層の押出機を用
い、共押出により、総厚み３０μｍの画像形成装置用チューブ（２層チューブ）を得た。
【００５５】
＜実施例５＞
　導電フィラー含有ＰＦＡ樹脂（ＰＦＡ樹脂１００質量部に対して、カーボンブラック８
質量部を含む）が導電層（内層、厚み３０μｍ）、後述のＰＦＡ樹脂Ａが絶縁層（表層、
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厚さ２０μｍ）となるように（表１の構成）、環状ダイスを備えた２種２層の押出機を用
い、共押出により、総厚み５０μｍの画像形成装置用チューブ（２層チューブ）を得た。
【００５６】
＜実施例６＞
　導電フィラー含有ＰＦＡ樹脂（ＰＦＡ樹脂１００質量部に対して、カーボンブラック８
質量部を含む）が導電層（内層、厚み２０μｍ）、後述のＰＦＡ樹脂Ａが絶縁層（表層、
厚さ１０μｍ）となるように（表１の構成）、環状ダイスを備えた２種２層の押出機を用
い、共押出により、総厚み３０μｍの画像形成装置用チューブ（２層チューブ）を得た。
【００５７】
＜実施例７＞
　導電フィラー含有ＰＦＡ樹脂（ＰＦＡ樹脂１００質量部に対して、カーボンブラック８
質量部を含む）が導電層（内層、厚み２０μｍ）、後述のＰＦＡ樹脂Ｂが絶縁層（表層、
厚さ１０μｍ）となるように（表１の構成）、環状ダイスを備えた２種２層の押出機を用
い、共押出により、総厚み３０μｍの画像形成装置用チューブ（２層チューブ）を得た。
【００５８】
＜実施例８＞
　導電フィラー含有ＰＦＡ樹脂（ＰＦＡ樹脂１００質量部に対して、カーボンブラック８
質量部を含む）が導電層（内層、厚み２５μｍ）、後述のフッ素系樹脂Ｂが絶縁層（表層
、厚さ５μｍ）となるように（表１の構成）、環状ダイスを備えた２種２層の押出機を用
い、共押出により、総厚み３０μｍの画像形成装置用チューブ（２層チューブ）を得た。
【００５９】
＜実施例９＞
　導電フィラー含有ＰＦＡ樹脂（ＰＦＡ樹脂１００質量部に対して、カーボンブラック８
質量部を含む）が導電層（内層、厚み４０μｍ）、後述のＰＦＡ樹脂Ｂが絶縁層（表層、
厚さ１０μｍ）となるように（表１の構成）、環状ダイスを備えた２種２層の押出機を用
い、共押出により、総厚み５０μｍの画像形成装置用チューブ（２層チューブ）を得た。
【００６０】
＜比較例１＞
　導電フィラー含有ＰＦＡ樹脂（ＰＦＡ樹脂１００質量部に対して、カーボンブラック２
０質量部を含む）が導電層（内層、厚み２５μｍ）、後述のＰＦＡ樹脂Ａが絶縁層（表層
、厚さ５μｍ）となるように（表１の構成）、環状ダイスを備えた２種２層の押出機を用
い、共押出により、総厚み３０μｍの画像形成装置用チューブ（２層チューブ）を得た。
【００６１】
＜比較例２＞
　ＰＦＡ樹脂Ａが絶縁層（厚さ３０μｍ）となるように（表１の構成）、環状ダイスを備
えた押出機を用い、画像形成装置用チューブ（単層チューブ）を得た。
【００６２】
＜比較例３＞
　ＰＦＡ樹脂Ｂが絶縁層（表層、厚さ３０μｍ）となるように（表１の構成）、環状ダイ
スを備えた押出機を用い、画像形成装置用チューブ（単層チューブ）を得た。
【００６３】
＜比較例４＞
　導電フィラー含有ＰＦＡ樹脂Ｂ（ＰＦＡ樹脂１００質量部に対して、カーボンブラック
２０質量部を含む）が導電層（厚み３０μｍ）、環状ダイスを備えた押出機を用い、画像
形成装置用チューブ（単層チューブ）を得た。
【００６４】
＜絶縁層のＰＦＡ樹脂＞
・フッ素系樹脂Ａ：ＰＦＡ樹脂、融点２９０℃以上３１０℃以下
・フッ素系樹脂Ｂ：ＰＦＡ樹脂、融点２７０以上２９０℃未満
【００６５】
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＜導電層のＰＦＡ樹脂＞
・三井デュポンフロロケミカル社製の４５１－ＨＰ－Ｊ
【００６６】
＜厚みの測定＞
　実施例及び比較例で得られた画像形成装置用チューブについて、それぞれ、ＪＩＳ　Ｚ
８７２４「色の測定方法－光源色」（装置の原理）の規定に準拠し、大塚電子製のマルチ
チャンネル分光器ＭＣＰＤ－９８００を用いて各層の厚みを測定した。測定においては、
投光用ファイバーと受光用ファイバーを１つにまとめたＹ型ファイバーを用いて、サンプ
ル面に対し光を垂直入射し、垂直に反射した光を計測した。測定条件は、波長範囲９００
ｎｍ～１９００ｎｍ、露光時間２５０ｍｓ、積算回数１回とした。結果を表１に示す。
【００６７】
＜マルテンス硬さの測定＞
　実施例及び比較例で得られた画像形成装置用チューブについて、それぞれ、ＪＩＳ　Ｚ
２２５５「超微小負荷硬さ試験方法」の規定に準拠し、島津製作所製のダイナミック超微
小硬度計ＤＵＨ－２１１を用いて、外表面を構成している絶縁層のマルテンス硬さを測定
した。圧子はＴｒｉａｎｇｕｌａｒ１１５、硬さ単位はＮ／ｍｍ2、試験条件は押し込み
深さ設定負荷－除荷試験、最小試験力０．００２ｍＮ、負荷速度０．０３５７ｍＮ／ｓｅ
ｃ、設定押し込み深さ３μｍとした。結果を表１に示す。
【００６８】
＜表面電位及び減衰半減時間の測定＞
　実施例及び比較例で得られた画像形成装置用チューブについて、それぞれ、ＪＩＳ　Ｌ
１０９４「織物及び編物の帯電性試験方法」の規定に準拠し、シシド静電気株式会社のＳ
ＴＡＴＩＣ　ＨＯＮＥＳＴＭＥＴＥＲを用いて、コロナ放電により帯電させた。印加電圧
は－１０ＫＶとした。次に、表面電位が一定値になった時点で印加を遮断し、表面電位の
減衰量および時間を測定した。最大表面電位を表面電位とし、最大表面電位からの半減期
（半減減衰時間）を表１に示す。
【００６９】
＜誘電率の測定＞
　実施例及び比較例で得られた画像形成装置用チューブについて、それぞれ、ＪＩＳ　Ｃ
２１３８「電気絶縁材料－比誘電率及び誘電正接の測定方法」の規定に準拠し、ＬＣＲ測
定器（ＨＥＷＬＥＴＴ　ＰＡＣＫＡＲＤ製　ＬＣＲメーター　４２６３Ｂ型）を用いて、
静電容量を測定した。測定条件は、周波数１ＭＨｚ、電圧１．０Ｖ、電極面積５６φｍｍ
とした。得られた静電容量の値を用い、以下の式から、誘電率εrを算出した。結果を表
１に示す。
誘電率εr＝（ｔa×Ｃp）／（Ａ×ε0）
ｔa：試料膜厚（ｍ）
Ｃp：静電容量（Ｆ）
Ａ：電極面積（φ５６ｍｍの円）
ε0：真空誘電率
【００７０】
＜耐久性の評価＞
　実施例及び比較例で得られた画像形成装置用チューブについて、一般に使用されている
カラー複写機をテスト用に改造した複写機を用いて、実施例及び比較例で得られた各定着
用ローラを装着し、次の条件でコピーを行い、画像品質を確認した。尚、シリコーンオイ
ルの供給は一切行わなかった。
トナー（市販）色：黒
原稿：Ａ４コート紙にＡ５サイズの黒ベタ画像
コピー用紙：Ａ４中性紙
該用紙に対する定着圧力・該ローラのニップ幅を４ｍｍに調整
定着温度：該ローラの表面温度を１５５℃に調整
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コピー速度：２５枚／分
以下の基準で評価し、結果を表１に示す。
◎：コピー枚数が４０万枚以上でも終始定着ムラ等の画質に影響するような不良は一切見
られず、原稿とほぼ同一濃度で黒ベタが再現された。
○：コピー枚数が３０万枚以上でスジ状の定着ムラが見られ、そのムラも濃淡があり、一
定でない状態で現れた。
△：コピー枚数が２０万枚以上でスジ状の定着ムラが見られ、そのムラも濃淡があり、一
定でない状態で現れた。
×：コピー枚数が１０万枚以上でスジ状の定着ムラが見られ、そのムラも濃淡があり、一
定でない状態で現れた。
【００７１】
＜静電オフセットの評価＞
　上記耐久性評価と同様の試験条件かつＬ／Ｌ環境（５℃／１０％）で連続印刷した際に
静電オフセットによる画像スジがどれだけの数が発生しているのかを確認した。比較例２
及び３の画像形成装置用チューブにおけるの発生数を１００％とし、以下の基準で評価し
た。結果を表１に示す。
◎：１％未満
〇：１％以上１０％未満
△：１０％以上２０％未満
×：２０％以上
【００７２】

【表１】

【符号の説明】
【００７３】
１…導電層
２…絶縁層
２ａ…外表面
３…基材層
４…弾性層
５…芯金
１０…画像形成装置用チューブ
１１…定着ベルト
１２…加圧ベルト
１３…定着ロール



(13) JP 2020-3667 A 2020.1.9

１４…加圧ロール

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月19日(2019.4.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも、導電層と、外表面を構成している絶縁層とを備える積層体からなる画像形
成装置用チューブであって、
　前記導電層は、カーボンブラックを８．５質量％以下含有するフッ素系樹脂組成物によ
り形成されており、
　前記絶縁層は、フッ素系樹脂組成物により形成されており、
　前記絶縁層のマルテンス硬さが５０Ｎ／ｍｍ2以下である、画像形成装置用チューブ。
【請求項２】
　前記絶縁層に含まれるフッ素系樹脂の融点が、２６０～３３０℃である、請求項１に記
載の画像形成装置用チューブ。
【請求項３】
　前記導電層の厚みが、５μｍ以上である、請求項１又は２に記載の画像形成装置用チュ
ーブ。
【請求項４】
　前記絶縁層の厚みが、３０μｍ以下である、請求項１～３のいずれか１項に記載の画像
形成装置用チューブ。
【請求項５】
　ＪＩＳ　Ｌ１０９４の規定に準拠し、印加電圧－１０ｋＶの条件で測定される表面電位
が１．０～２．５ｋＶであり、その減衰半減時間が４分以下である、請求項１～４のいず
れか１項に記載の画像形成装置用チューブ。
【請求項６】
　少なくとも、基材層と、表面層とを備える積層体からなる定着ベルトであって、
　前記表面層が、請求項１～５のいずれか１項に記載の画像形成装置用チューブにより構
成されている、定着ベルト。
【請求項７】
　少なくとも、芯金と、前記芯金を被覆する弾性層と、前記弾性層の上に形成された表面
層とを備える定着ロールであって、
　前記表面層が、請求項１～５のいずれか１項に記載の画像形成装置用チューブにより構
成されている、定着ロール。
【請求項８】
　少なくとも、基材層と、表面層とを備える積層体からなる加圧ベルトであって、
　前記表面層が、請求項１～５のいずれか１項に記載の画像形成装置用チューブにより構
成されている、加圧ベルト。
【請求項９】
　少なくとも、芯金と、前記芯金を被覆する弾性層と、前記弾性層の上に形成された表面
層とを備える加圧ロールであって、
　前記表面層が、請求項１～５のいずれか１項に記載の画像形成装置用チューブにより構
成されている、加圧ロール。
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